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９月１日→８月２８日(日)防災訓練に移動 (各地区にて)
８日＝センタークラブと合同例会／親睦委員会担当

   「木曽路」にて18：30点鐘 ﾎｽﾄ:中津川RC   

１５日＝普通例会 中津川警察署長 野口晴義氏卓話

   ／地域問題特別委員会担当

※９月度定例理事会 13：35～

２２日＝法定休日

２９日→２６日(月)ガバナー公式訪問3RC合同例会に移動

  RI第2630地区 剱田廣喜ガバナー(高山中央RC)

「パルティールＡＩ(アイ)」(駒場)

食事11：30～12：30

例会12：30～13：30

９月７日(水)＝役員指名委員会 春本 18：30～

１０月６日(木)＝新会員研修会  更科 18：30～

              ／情報･研修委員会担当

10月22日(土)･23日(日) 地区大会 高山市民文化会館

11月12日(土) ＩＭ（ｲﾝﾀｰｼﾃｨ・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）ｾﾗﾄﾋﾟｱ土岐

11月13日(日) 中津川四クラブ親睦ゴルフコンペ

ユーグリーン中津川ゴルフ倶楽部8:00～

２０１６年８月２５日 №2901～3 – 59 – 6～8

今後の例会予定

会長の時間    

波多野一夫会長

         ・2016年規定審議会決定事項

・リオデジャネイロ五輪

本日の例会プログラム

１．開 会 点 鐘

２．ソ ン グ ＝ ｢ 我らの生業 ｣

３．ゲスト、ビジターの紹介

４．食事と交歓

５．出席報告、ﾆｺﾎﾞｯｸｽ発表、委員会報告、幹事報告

６．会長の時間

７．新会員卓話         会員増強委員会担当

   宇治川 寛君、小澤賢一君、坂巻裕史君、

笹月秀勝君、土屋大二郎君

８．閉 会 点 鐘

中津川ＲＣ委員会行事予定

地区行事予定

美濃工業

吉川工務店

中央物産

マルヤマグループ

中津川商工会議所女性会

十六銀行

中津川市消防団

８／１３移動例会

おいでん祭・みこし祭



★お世話になります。 岐阜東濃Ｇガバナー補佐・齋木寛治君

★ガバナー補佐帯同者として、本日出席させて頂きます。本日

はよろしくお願いします。       土岐RC・安江 努君

★先日は IDM にご利用いただきありがとうございました。

          中津川ｾﾝﾀｰRC・佐古和也君（ｱﾆｰﾎｰﾙ)

★齋木寛治ガバナー補佐、安江努君、ようこそいらっしゃいま

した。卓話楽しみです。クラブアッセンブリーまでよろしく

ご指導下さい。伊藤パスト会長、貴重な資料ありがとうござ

います。

会長・波多野一夫君、副会長・麦島寛也君、幹事・酒井康孝君

★本日は齋木寛治ガバナー補佐の公式訪問ご苦労様です。

是非ご見識あるお話が拝聴したいものです。  伊藤 昇君

★①岐阜東濃グループガバナー補佐・齋木さんをお迎えして。

②ゴールド会員となりましたので、よろしく。

③皆出席３８年の表彰をいただきました。   市川 博君

★齋木ガバナー補佐、クラブ訪問歓迎します。   原 満夫君

★齋木ガバナー補佐のご来会をご歓迎申し上げます。

卓話よろしくお願いします。                  原 眞平君

★齋木ガバナー補佐の訪問、歓迎致します。クラブアッセンブ

リーよろしくお願いします。              吉村敏博君

★齋木ガバナー補佐ようこそ中津川RC へ。本日の卓話よろし

くお願いします。                      可児 力君

★齋木ガバナー補佐、４０年ぶりの再会になります。アッセン

ブリーよろしくお願いします。        鈴村正樹君

～～88 月月４４日日のの記記録録～～ ガガババナナーー補補佐佐訪訪問問

ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ出席率 38／68 55.88％
7/28補正出席率 68／68 100.0%
会員総数７２名、出席免除者４名

★齋木ガバナー補佐のご訪問を歓迎致します。 鳴海伸明君

★東濃グループガバナー補佐・齋木さん、安江さん、中津川

RCへ、歓迎致します。              塚田 晃君

★東濃グループガバナー補佐・齋木様、安江様、ご来場歓迎申

し上げます。卓話ありがとうございます。    林 彰君

★齋木ガバナー補佐、当クラブへの訪問ありがとうございま

す。竹田様、山田様、素敵な演奏ありがとうございます。

親睦委員長・長野和夫君

★伊藤パスト会長、会報に記事をありがとうございました。今

後ともよろしくお願いします。 会報発行委員長・安藤正樹君

本日の申告42ポイント(累計208.5ポイント)

～～８８月月１１３３日日のの記記録録～～ おおいいででんん祭祭

ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ出席率 68／68 100.0％
8/4補正出席率 63／68 92.64%
会員総数７２名、出席免除者４名

出席報告

ニコボックス

クラブアッセンブリー

東濃グループガバナー補佐 齋木寛治君（土岐RC）
ガバナー補佐帯同者    安江 努君（土岐RC）

ゲスト

各委員長
活動方針と抱負の報告

25名参加

メーキャップ

伊藤 昇君、岡山金平君、塚田 晃君、

波多野一夫君、酒井康孝君（中津川センターRC）

出席報告

雑誌の紹介
紙上卓話紹介
伊藤昇PP

土岐RC安江努君

齋木寛治ガバナー補佐   

ガバナー補佐訪問例会

齋木寛治ガバナー補佐

卓話

      

皆出席表彰 市川 博君38年  
       

ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ・ﾘﾍﾞﾙﾀの生演奏
       



            他クラブ移動案内

多治見ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ    3RC合同ガバナー公式訪問例会

    ＝8／30(火)   多治見市産業文化センター3F
多 治 見＝8／31(水)     大会議室にて

多治見西＝9／1(木)    ８／３０(火)12：30点鐘

友愛の席  恵那饅頭  二 葉 軒

味わい深い素朴な餡の甘味の酒蒸し饅頭

岐阜サマー・サイエンス・スクール2016 inなかつがわ

8月2日(火)～5日(金)
一般公開講義 立川敬二先生(8／2）東美濃ふれあいｾﾝﾀｰ

      末松安晴先生(8／5) 中津川健康福祉会館

8月4日(木)末松安晴先生を囲む会  

～～８８月月２２００日日のの記記録録～～
中中津津川川少少年年少少女女合合唱唱団団第第１１５５回回記記念念ココンンササーートト

ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ出席率 28／68 41.18％
8/13補正出席率 68／68 100.0%
会員総数７２名、出席免除者４名

瀬戸の里夏祭り ８月６日（土）会長訪問

       

  波多野会長挨拶  新調された中津川少年少女合唱団制服披露

  （中津川少年少女合唱団ｺﾝｻｰﾄにて）

第65回岐阜県消防操法大会 8月7日(日)
多治見星ヶ台運動公園

／中津分団Aチーム優勝

出席報告

ビジター

堀務君、村上幸博君、小倉忠雄君、丸山充信君（中津川ｾﾝﾀｰRC）

土屋大二郎君、  波多野会長、  糸井川均君

中津川駅前パレード       

志津社会奉仕委員長挨拶  中津川少年少女合唱団へ協賛金贈呈

「ひだ路元起」にて例会と食事 「苗木交流センター」にてコンサート鑑賞
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実戸の惨状家屋一戸もなし

黒川屋本店裏付近        

時は1932年8月26日午後4時20分頃でした。連日の降雨で豪雨の中突然、けたたましい

サイレンの音と同時に一種独特の臭いがし石が流れる轟音、誰れとなく「前山が崩れて山津波だ、

四ツ目川は大洪水、女学校へ逃げろ」と叫ぶ声がし、正に阿鼻叫喚そのものでした。

その時14歳で花菱町に前年開店をした小さい小間物店で住んでいた。後田川程の小さな川に

掛っていた桜橋、四ツ目川橋、倉前橋、桃園橋そして中央線の鉄橋に次々と流れ出る木材。倒壊

した家屋や石が詰まり、東側に在る商店街 新町、花菱町、太田町、相生町、伝馬町、緑町、

そして中津川駅構内は土砂流木で埋まってしまった。

実戸に在った日本発送電の鉄塔が倒れ、漏電を起こし青い光を放ち唸っていた。勿論水道、電気は幾日も使用でき

ない生活が続く。又、中央線は1週間くらい不通で大変でした。
翌日より店に流れ込んだ土砂、泥、商品の搬出の手伝い。そして学校も中津商業(現二中)では夏休みを返上し、グラ

ンド一面流れてきた流木や土砂をモッコで運搬の作業は苦しかった。今でも脳裏を離れない。

体験者が語る四ツ目川大災害   伊藤 昇

中津川駅 四ツ目川上空より

四ツ目川水害被害状況

死亡  ２名 負傷者 ２４名

住居  流出全壊63戸 埋没全壊89戸 埋没半壊156戸

田被害 29町歩 畑被害5.4町歩  山林44町歩

橋粱流失１７ヶ所 中津電気（株）発電所2ヶ所被害

電柱被害多数 樺太工業(株)中津分工場被害多数

鉄道被害    駅構内 多大な被害

被害総額217万円 （平成28年換算約60億円）

新国道えびす橋より下流を

～伊藤昇さん四ツ目川災害体験談を聞いて～

中津川市立落合小学校5年生（平成23年）

伊藤さんが四ツ目川災害の時に体験したことを教え

てくださってありがとうございました。災害を忘れる

ことができないから、伊藤さんの息子に話しているの

はすごい良いことだと思いました。災害は大きかった

のに、ほぼ手作業で協力していること、努力して足り

ないものを分け合っていることはすごいと思いまし

た。これからも四ツ目川災害のことを忘れないで、こ

れからも元気に過ごして下さい。

蘇った四ツ目川橋の上で

夏休みに入ると小学校の要請に答えて、子供達に水害の話をしております


